
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年２月６日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

工業用電気攪拌機

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　薬品、食品等の製造工場において、化学薬品、酒類及び醤油等を攪拌するキャン
ドモータを用いた電気攪拌機である。攪拌槽の底部又は側面下部に設けられた特殊
フランジに取り付けて使用される。
　　※キャンドモータ：モータとポンプを一体化して密封することにより、化学薬品などの危険な液体などが

　　　外部に漏れない構造のモータ。

○構造、仕様、意匠
　キャンドモータの回転軸に攪拌羽根を取り付けたもの。
　定格：２００Ｖ、５０／６０Ｈｚ、５００Ｗ以下、Ｆ、Ｈ又はＣ種絶縁。
　
○ 主な使用者、販売先
化学薬品、酒類及び醤油等の製造工場、設備・装置製造事業者。

２　対象・非対象の解釈

　非対象として取り扱う。

（理由）
　化学薬品、酒類及び醤油等の製造工場における生産設備の一部とみなされること
から、電気用品安全法上は、非対象として取り扱うのが妥当と判断する。


